職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
車載・産業機器向けSoCを開発する半導体メーカーで、◯年間デジタル回路設計を担当しています。担当ブロックのRTL設計と機能検証から、論理合成、タイミング制約の作成、配置配線後のタイミング収束までを一貫して経験し、28nm〜7nmのプロセスで◯回のテープアウトに関わってきました。仕様変更が入る前提でスクリプトと制約を整理し、後工程での手戻りを抑える進め方を心がけています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：車載・産業機器向けSoC・ASICを開発する半導体メーカー（設計部門◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：半導体設計
【担当業務】
・車載SoC向けデジタルブロックのRTL設計（Verilog・SystemVerilog）と仕様書作成
・UVM環境でのブロックレベル機能検証、カバレッジ確認と不具合の原因切り分け
・Design Compilerによる論理合成、タイミング制約（SDC）の作成と見直し
・ICC2を用いたフロアプラン検討、配置配線後のSTAレポート解析とタイミング収束対応
・スキャン挿入・BIST実装によるDFT対応、テストカバレッジの確認
【実績】
・担当ブロックのクリティカルパスを要因別に分類し、論理段数の削減と制約の再設定を行い、タイミング収束を予定より◯週間前倒しで完了
・クロックゲーティングの適用範囲とイネーブル条件を見直し、動的消費電力を約◯%削減。あわせて設計レビューの確認項目を一覧化し、後工程からの差し戻し件数を前プロジェクト比で約◯%低減


■活かせる経験・知識・スキル
・RTL設計（Verilog・SystemVerilog）、機能検証（UVM）
・論理合成（Design Compiler）、静的タイミング解析（PrimeTime）
・配置配線（ICC2・Innovus）、DFT（スキャン・BIST）
・低消費電力設計（UPF）、Tcl・Pythonによる設計スクリプト作成、プロセスノード28nm〜7nm
■資格
・基本情報技術者試験（20XX年X月合格）
・TOEIC ◯点（20XX年X月取得）
■自己PR
タイミング収束と消費電力の要求を両立させながら設計を仕上げる点が強みです。目標周波数が未達だった車載SoCのブロックで、クリティカルパスをレポートから分類し、パイプライン段の見直しとクロックゲーティングの適用範囲の再設定を提案した結果、周波数目標を満たしたうえで動的消費電力を約◯%削減し、予定より◯週間早くタイミング収束を完了しました。貴社の先端プロセス製品でも、制約と物理情報を早い段階から突き合わせ、後工程で詰まりにくい設計判断を積み上げていきたいと考えています。
以上
